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　病理部は、直接患者さんに接する部署では
ありません。しかし、患者さんから採取された組
織、細胞の標本を顕微鏡で観察して診断し、
各診療科での病気の診断や治療に大切な根
拠を与える業務を行っています。
　本院病理部では、異なる専門領域の病理
診断医や細胞検査士等が業務を行っていま
す。病理診断には以下のようなものがありま
す。

細胞診断（年間約7,000件）
痰や尿等に含まれるがん細胞について
の診断。

組織診断（年間約9,000件）
⃝生検組織診断（生検）

治療方針を決めるため、検査等の際に
採った病変の一部を診断。

⃝手術で摘出された臓器・組織の診断
病変の進行具合や全て摘出できたか、
追加治療の有無、がんの場合は転移
の有無等、その後の治療方針決定に
役立つ情報を得るため行う診断。

⃝手術中の迅速診断
手術中に採取された組織を診断。その
結果は即時に執刀医に連絡され、手術
方針、手術範囲を決定するために用い
る。

今回は、病理部と病理部が行っている遠隔診断の取り組みについてご紹介します。

病理部と
遠隔診断について

　治療に大切な病理診断を行う病理医は、近年診断に求められる情報
の増加に伴い、負担が増えています。しかし、病理医は全国で慢性的に
不足しており、全国で約2,000名いるとされる病理専門医は、徳島県では
20名程度です。また、病理医の高齢化も進み、さらに減少することも予想
され、病理医が不在や1人のみの病院をサポートし、不足する病理医の負
担を軽減することが課題となっています。
　本院病理部では、このような問題を解消するため、病理医が不足する
県内３つの病院と遠隔診断ネットワークを構築しています。各病院には病
理組織をデジタル画像として取り込む機器が整備され、本院においては
ネットワークを通じて画像が確認でき、一次診断や診断のダブルチェック、
意見交換が容易にできるようになっています。
　本ネットワークは、現在年間3,000件以上の診断に利用され、ダブル
チェックや意見交換による診断の精度向上や、診断を急ぐ際の対応、診
断の代行が可能になりました。このことは地域の医療の質向上にも繋が
ると考えます。
　病理診断の
精度向上及び
病理医負担軽
減のため、さら
に他地域も含
めたネットワーク
の拡大を期待し
ています。

徳島大学病院病理部 遠隔診断の取り組み

新任のごあいさつ

　令和3年8月1日付けで、胸部・内分泌・腫瘍外科学分野（呼吸器外科、食道・乳
腺甲状腺外科）教授を拝命いたしました。私は平成8年に徳島大学を卒業後、外科
医として研鑽を積み、平成29年から2年間がん診療連携センター長として徳島県の
がん対策にも取り組みました。患者さん一人一人に最適な医療を提供することを目
標に人材・組織の育成に努め、皆様が安心して受診できる病院づくりに貢献したい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

呼吸器外科長

滝沢 宏光
（たきざわ ひろみつ）

　令和3年8月1日付けで歯科麻酔科学分野教授を拝命致しました。私は平成3年
に徳島大学を卒業し、徳島大学病院および関連施設で臨床研鑽を積みました。専
門は麻酔蘇生学・疼痛緩和医療学・救急集中治療医学です。歯科麻酔科では口
腔外科手術や歯科治療時の全身麻酔・精神鎮静法・モニター管理、頭頚部領域
の疼痛緩和医療などを行っています。徳島の地域医療に貢献できますよう努力致し
ますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

歯科麻酔科長

川人 伸次
（かわひと しんじ）

　令和3年10月1日付けで精神医学分野の教授を拝命いたしました。私の専門は
統合失調症と気分障害と認知症です。精神疾患は国の定める五大疾病の一つで
あり、社会における精神科医師の診療の役割と責務は非常に大きいと考えます。大
学病院ではエキスパート（専門医）による最先端の医療を提供し、徳島県の精神医
療の拠点として地域医療へ貢献してまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

精神科神経科・
心身症科長

沼田 周助
（ぬまた しゅうすけ）

治
験
を
実
施
し
て
い
ま
す

現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）あるいは医療機器を用いた治験を、以下の病気を対象に実施しています。
参加いただいた患者さんにおけるデータを集め、有効性や安全性を確認して医薬品や医療機器としての「承認」を
得ることが治験の目的ですが、参加いただいた患者さんにとって良い効果をもたらす場合もあります。まずは、よく情報
を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。

●尿路上皮癌
●腎細胞癌　●肺癌
●筋層浸潤性膀胱癌
●転移性去勢抵抗性
前立腺癌

●肝硬変　

●多発性骨髄腫
●潰瘍性大腸炎
●クローン病　●大うつ病
●小児2型糖尿病
●てんかん
●網膜静脈閉塞症

●心臓リハビリテーションの　　
適応となる心疾患

●間質性膀胱炎
●統合失調症
●ALS（筋萎縮性側索硬化症）
●慢性線維化性間質性肺疾患

ちけん君は
日本医師会治験促進センターの
キャラクターです。

問合せ：総合臨床研究センター
tel.088-633-9294
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